
域
・
施
設
・
地
域
）
に
分
か
れ
て
討
議
が
行
わ
れ
、
経
験
年

数
の
異
な
る
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
議
論
を
交
わ

し
た
。
２
日
目
は
、
支
部
紹
介
、
教
育
講
演
の
他
、
２
支
部

の
事
例
報
告
に
基
づ
き
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
特

に
元
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
健
事
業
推
進
専
門
官
の
佐
藤
か

が
り
氏
の
教
育
講
演
「
健
診
機
関
に
求
め
る
こ
と
」
は
、
今

後
の
業
務
を
進
め
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　

他
支
部
の
職
員
と
親
交
を
深
め
、
平
時
で
も
連
絡
を
気
軽

に
と
れ
る
仲
間
が
で
き
る
こ
と
は
、
難
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

に
は
大
き
な
助
け
と
な
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
評
価
・
分
析
し
、
来
年
は
さ
ら
に
よ
り
よ
い
研
修
会
に
し

て
い
き
た
い
。

統
計
事
務
部
長
　
石
山
　
稔

○
第
91
回
日
本
超
音
波
医
学
会
学
術
集
会
（
会
長　

中
谷　

敏
・
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
）
が
６
月
８
～

10
日
、「
超
音
波
医
学
の
知
と
技
を
究
め
る
」
を
テ
ー
マ
に

兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断
部
長
の
坂

佳
奈
子
が
参
加
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
検
診

に
お
け
る
非
腫
瘤
性
病
変
の
評
価
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

○
第
１
３
５
回
関
東
連
合
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
・
学
術
集

会
（
会
長　

青
木
大
輔
・
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
）
が

６
月
16
～
17
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
と
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布

白
兼
行
が
参
加
し
た
。

○
第
64
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
試
験
（
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
乳
が
ん
検
診
精
度
管
理
中
央
機
構
）
が
６
月
16
～
17

日
、
東
京
都
墨
田
区
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断
部
長

の
坂
佳
奈
子
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

　

受
診
者
の
健
康
増
進
に
貢
献
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
施
設
で

あ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、

特
別
講
演
や
教
育
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
健
診
実
務
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
特
別
企
画
の
他
、
多
数
の
一

般
発
表
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　

筆
者
は
一
般
演
題
「
保
健
指
導
全
般
」で
、「
健
康
学
習

会
で
の
運
動
教
室
の
内
容
に
関
す
る
検
討
」
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
契
約
健
保
の
受
診
者
に

対
し
て
人
間
ド
ッ
ク
当
日
に
健
康
学
習
会
（
栄
養
教
室
・
運

動
教
室
・
個
別
保
健
相
談
）
を
実
施
し
て
い
る
。
運
動
教
室

で
は
「
運
動
を
習
慣
と
す
る
」「
質
の
よ
い
睡
眠
を
と
れ
る

よ
う
に
な
る
」
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
が

適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
た
。

　

運
動
習
慣
と
睡
眠
時
間
、
睡
眠
で
休
養
が
と
れ
て
い
る
か

（
自
覚
的
休
養
感
）
の
関
連
を
検
討
し
た
結
果
、
男
女
で
差

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
教
室
内
容
の
課
題
を
抽
出
し
、
改

善
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
報
告
し
た
。

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
１
年
に
１
回
で
あ

る
。
そ
の
機
会
に
自
身
の
健
康
状
態
を
正
し
く
理
解
し
、
次

の
受
診
ま
で
セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
教
育
の
場

と
し
て
の
役
割
も
果
た
せ
る
よ
う
な
人
間
ド
ッ
ク
を
目
指
し

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

健
康
増
進
部
　
吉
田
静
絵

　

本
症
は
脂
肪
酸
代
謝
異
常
症
の
一
種
で
あ
り
、
脂
肪
酸
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
代
謝
経
路
に
異
常
が
あ
る
た
め
、

重
症
型
で
は
新
生
児
期
か
ら
の
極
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に

よ
り
致
死
的
経
過
を
た
ど
る
疾
患
で
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｎ
Ｂ

Ｓ
に
よ
っ
て
早
期
発
見
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
で

な
い
新
生
児
で
も
哺
乳
不
足
等
の
影
響
を
受
け
、見
か
け
上
、

測
定
指
標
が
高
値
を
示
し
て
偽
陽
性
と
な
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か
提
唱
さ
れ
て
い
る
新
し

い
指
標
を
使
用
し
、
東
京
都
の
過
去
４
年
間
の
デ
ー
タ
を
振

り
返
っ
た
と
こ
ろ
、
偽
陽
性
例
を
大
幅
に
削
減
し
な
が
ら
も

本
症
患
者
を
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
精
度
よ
く
検

査
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
測
定
指
標
を
前
向
き
に
取
り
入
れ
、
本
症

患
者
を
早
期
に
発
見
し
て
医
療
介
入
に
導
く
と
同
時
に
、
不

要
な
再
検
査
を
低
減
さ
せ
、
新
生
児
並
び
に
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

母
子
保
健
検
査
部
　
渡
辺
和
宏

　

第
59
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
会
（
大
会
長　

加

藤
公
則
・
新
潟
大
学
大
学
院
生
活
習
慣
病
予
防
検
査
医
学
講

座
教
授
／
一
般
社
団
法
人
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
）
が

８
月
30
～
31
日
、「
人
が
『
人
ら
し
く
』生
き
る
た
め
に
―
―

健
康
長
寿
に
寄
与
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
を
目
指
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
新
潟
県
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
木
口
一
成
、
総
合
健
診
部
長
の
川
井
三
恵
の
他
、
職
員

４
人
が
参
加
し
た
。

　

第
45
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
学
術
集
会
（
会

長　

大
竹
明
・
埼
玉
医
科
大
学
病
院
教
授
／
難
病
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
）
が
８
月
17
～
18
日
、「
遺
伝
子
に
よ
る
マ

ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
で
開
催
さ
れ
、
母
子
保
健
検
査
部
長
の
世
良
保
美
の

他
、
筆
者
を
含
む
職
員
５
人
が
参
加
し
た
。

　

本
学
術
集
会
に
は
、
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｎ

Ｂ
Ｓ
）
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
２
５
０
人
余
り
が
参
加
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
、
一
般
演
題
な
ど
で
、
臨

床
や
検
査
の
立
場
か
ら
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

筆
者
は
一
般
演
題
で
、「
東
京
都
に
お
け
る
極
長
鎖
ア
シ

ル
Ｃ
ｏ
Ａ
脱
水
素
酵
素
欠
損
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
現
状
と

今
後
に
向
け
た
検
討
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

　

第
36
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
（
主
催　

予
防
医
学
事
業

中
央
会
／
本
会
）
が
８
月
30
～
31
日
の
両
日
、
東
京
都
新
宿

区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
傘
下
の
全
国
支

部
か
ら
情
報
統
計
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
事
業
を
推
進
す

る
上
で
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
の
情
報
統
計
の
あ
り
方
な
ど
を

模
索
・
検
討
し
、
職
員
の
意
識
の
向
上
を
目
指
す
場
と
し
て

毎
年
、
支
部
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
本

会
が
担
当
し
、
95
人
が
参
加
す
る
盛
況
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
中
央
会
事
務
局
及
び
千
葉
県
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
の
各
支
部
か
ら
実
行
委
員
が
集
ま
り
、
ま

ず
今
年
の
テ
ー
マ
を
企
画
。
そ
の
後
、
各
支
部
に
対
し
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
や
り
取
り
を
数
回
行
っ
た
。
研
修
会
の

限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
事
前
の
資
料

作
成
は
重
要
で
あ
り
、
実
行
委
員
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

　

研
修
会
初
日
は
、
情
報
処
理
分
野
、
成
績
処
理
分
野
（
職

本
会
の

動
活

第
59
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会

学
術
大
会
の一般
演
題
で
発
表

第
36
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
を
開
催

第
45
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会

学
術
集
会
で
本
会
の
取
り
組
み
を
発
表

そ
の
他
の
活
動

か
ら

○
第
14
回
こ
れ
か
ら
の
健
診
事
業
を
考
え
る
会
（
主
催　

日

本
人
間
ド
ッ
ク
健
診
協
会
）
が
７
月
５
日
、
東
京
都
千
代
田

区
で
開
催
さ
れ
、
常
務
理
事
の
大
畠
利
彦
の
他
、
職
域
保
健

部
の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

○
第
54
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会
・
学
術
集
会
（
会
長　

富
田
英
・
昭
和
大
学
病
院
小
児
循
環
器
・
成
人
先
天
性
心
疾

患
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）
が
７
月
５
～
７
日
、「
伝
え
育
て

る
小
児
循
環
器
―
―
20
年
後
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
地
域
・
学
校
保

健
担
当
理
事
の
阿
部
勝
已
と
学
校
保
健
部
の
職
員
３
人
、
検

診
検
査
部
の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

○
平
成
30
年
度
第
１
回
東
京
都
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
講
習

会
（
主
催　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
保
健
医
療
公
社
東
京
都

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
）
が
７
月
７
日
、
東
京
都
府
中
市
の
東

京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断

部
長
の
坂
佳
奈
子
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

○
第
37
回
東
京
都
臨
床
細
胞
学
会
総
会
・
学
術
集
会
（
会
長　

小
松
京
子
・
が
ん
研
有
明
病
院
臨
床
病
理
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）

が
７
月
８
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
東
京
医
科
大
学
病
院
で
開

催
さ
れ
、細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

○
第
５
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
研
修
会
が
７
月
14
日
、
東

京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
木

口
一
成
と
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し

た
。

○
第
58
回
日
本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
学
術
講
演
会
（
会

長　

原
田
省
・
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
）
が
８
月
２

日
～
４
日
、「
Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」

を
テ
ー
マ
に
鳥
取
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
、
細
胞
病
理
診
断

部
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

○
勤
続
20
年
の
職
員
を
対
象
と
し
た
海
外
研
修
が
８
月
19
～

25
日
に
行
わ
れ
、
広
報
室
部
長
の
東
卓
也
を
団
長
と
す
る
職

員
７
人
が
台
湾
・
韓
国
の
健
診
機
関
等
を
訪
問
し
た
。
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課
程
で
、
統
合
看
護
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
会
は
、
そ
の
臨
地
実
習
に
協
力
し
、
７
月
23
日
、
25
日

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
看
護
学
生
６
人
を
受
け
入
れ
た
。
実

習
を
行
っ
た
看
護
学
生
は
、
本
会
の
保
健
師
か
ら
、
検
査
、

健
診
や
保
健
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り
支
援
活
動

の
説
明
を
受
け
、
現
場
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

　

ジ
ョ
イ
セ
フ
で
は
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト

に
よ
る
生
涯
を
通
し
た
女
性
の
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
７
月
15
～
27
日
ま
で
の
約
２
週
間
に
わ
た

り
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
10
人
を
対

象
と
し
た
研
修
を
行
っ
た
。

　

そ
の
一
行
が
７
月
23
日
、
本
会
を
訪
れ
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
検
診
車
、
女
性
検
診
セ
ン
タ
ー
、
母
子
保
健
検
査
部
の
見

学
を
行
っ
た
。
ま
た
、「
本
会
の
概
要
及
び
母
子
保
健
事
業

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、
本
会
検
査
研
究
セ

ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
と
細
胞
病
理
部
長
の
久
布
白
兼
行
ら

が
対
応
し
た
。

　

東
洋
大
学
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科

と
帝
京
短
期
大
学
の
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
で
は
、
養

護
教
諭
を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
、
学
校
保
健
現
場
で
の
見

学
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
見
学
実
習
に
協

力
し
、
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
両
大
学
が

共
同
で
見
学
実
習
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
８
月
７
日
に
学
生

18
人
を
受
け
入
れ
た
。

　

訪
れ
た
学
生
は
、
本
会
学
校
保
健
部
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
学

校
保
健
事
業
の
概
要
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
臨
床

検
査
技
師
か
ら
検
査
や
健
診
の
実
際
の
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
検
査
室
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

東
京
工
科
大
学
で
は
、
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
の
教
育

人
・
往
来

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 学校保健部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側わん症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院名誉院長

礒辺啓二郎
元千葉大学教授

岡田知雄
神奈川工科大学

応用バイオ科学部教授

鈴木眞理
政策研究大学院大学

教授

外来日 第3木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後 第２月曜日 午後
第４水曜日 午後 第３水曜日 午後 第１金曜日 午後

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

川崎成郎医師が
本会の消化器診断部長に就任しました

化器・内科外来、内視鏡センターを担当しています。
 日本外科学会 学会認定医・指導医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視

鏡学会専門医・指導医、日本静脈経調栄養学会認定医・専門医などの資格を持って
いる他、NPO法人PEGドクターズネットワークの理事を務めています。
　学生の頃は水泳部に所属していたとのことですが、今はウォーキングで運動不足
を解消しているようです。楽しみは晩酌。つまみは自分で作ることもあるそうです。

　川崎成郎（かわさき なるお）医師は、1994年に東京慈
恵会医科大学医学部を卒業し、同大学院修了後、同大学外
科学講座に入局。国際医療福祉大学病院外科准教授、町田
市民病院外科担当部長を経て、2018年10月に本会消化器
診断部長に就任しました。本会保健会館クリニックでは消

ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
医
師
ら
の
研
修
に
協
力

東
京
工
科
大
学
の
学
生
の
統
合
看
護
実
習
に
協
力

帝
京
短
大
と
東
洋
大
学
の
学
生
の
見
学
実
習
に
協
力
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第 2 8 2 回 ヘ ルスケア研 修 会

新型タバコの有害成分と健康影響
11月28日（水）14時～16時日時

千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

Information

第 2 8 3 回 ヘ ルスケア研 修 会

保健指導の成果があがらない人たちと
どう向き合うか

1月30日（水）14時～16時日時

千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

第 5 6 回 東 京 思 春 期 保 健 研 究 会

学校で配慮と支援が必要な
LGBTの子どもたち

東京思春期保健研究会事務局  03-5275-1191問い合わせ

11月10日（土）16時～日時

新宿区・持田製薬株式会社 本社２階「ルークホール」会場

演題　学校で配慮と支援が必要なLGBTの子どもたち
講師　日高 庸晴 氏　宝塚大学看護学部教授　

●参加費  一般：1,000円　学生：500円
●申込不要

演題　新型タバコの有害成分と健康影響
　　　――現時点でわかっていること
講師　欅田 尚樹 氏　国立保健医療科学院生活習慣病環境研究部部長

●参加費  2,000円

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

●申込不要　●定員  300人（先着順）

演題　保健指導の成果があがらない人たちとどう向き合うか
　　　――医療における二人称的参画について考えてみよう
講師　岩田　誠 氏　東京女子医科大学名誉教授

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

第8回遺伝がわかるセミナー

いま改めて、出生前診断を考える
1月20日（日）10時～16時15分日時

文京区・「平和と労働センター・全労連会館」会場

日本家族計画協会  03-3269-4785問い合わせ

●参加費  10,800円（税込） ●定員  100人(先着順)
●対象 保健師、助産師、看護師、看護教員、保育士等

講師　小野 　正恵 氏　東京逓信病院小児科 部長
　　　青木 美紀子 氏　聖路加国際大学遺伝看護学 准教授
　　　山中 美智子 氏　聖路加国際病院遺伝診療部部長
　　　佐藤 　孝道 氏　武久レディースクリニック顧問

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  300人（先着順）
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あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！
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●『よぼう医学』は本会ホームページ（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/）からもご覧いただけます。
※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

Eメール koho@yobouigaku-tokyo.jp
F A X 03-3269-7562
T E L 03-3269-1131

◉送付先の変更・送付中止について
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室
までお知らせください。

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで

東京都新宿区市谷砂土原町1- 2
公益財団法人東京都予防医学協会 広報室
TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理コンサルタントセンターの幹事であ
る医師が事業所、学校、各種団体の健康
管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

健康管理コンサルタントセンター
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を
お引き受けします

　日頃より、公益財団法人東京都予防医学
協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くだ
さりありがとうございます。

◉個人情報の取扱いについて

　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている
皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、役
職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理の下に運用
しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場
合には、お手数ですが、下記広報室までご連絡ください。
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通常線量 30%減

線質散乱線補正

 Dynamic Visualization
+ u諧調（ACM処理）

ISC
Mo陽極 W陽極+ISC 

S-View 

2D

3D

画像処理技術を磨き続け、
さらなる高画質・低線量に挑戦します。

ISR

FSC

MFP
+T(ハードコピー）階調

Ｗ（ソフトコピー）階調

富士フイルムは、画像処理技術を駆使し、マンモグラフィ

装置の高画質・低線量化を進めてきました。

これからも、さらに技術開発を進め、高画質・低線量を

さらに高次元で両立するマンモグラフィ装置を

追求していきます。

Tomosynthesis
Reconstruction 

富士フイルムグループは
乳がん検診啓発活動を応援しています。

I SC 線質補正技術
FSC 微細構造鮮明化処理
  
 
  

ISR 逐次超解像再構成処理
● 超解像技術
● 逐次近似法（アーチファクト抑制／ノイズ低減）
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